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『当たり前の中にあった大切なもの ～石巻の女の子からの手紙～』 

講師 岩崎 順子 氏 

＜生徒感想①・３年＞ 

 今回の講演を聴き、私達が今、生きている事は、あたりまえのようであたりまえの事で

はないと改めて感じました。災害や事故がいつ起こるのかわからない以上、もしかしたら

明日友人や家族、はたまた自分が生きていないかもしれない、すでに亡くなっているかも

しれないという事を痛感させられました。今回の岩崎さんの話であったように、これらは

決して他人事ではない、自分の身に振りかかってくる可能性のあることなんだと思わざる

をえませんでした。自分以外の家族をすべて失ってしまった長兄の話や孫を失った祖父の

話、母をなくしてしまった女の子の話を聴き、ひどく心を打たれました。今回の講演を機

に、周りの人や自分がいついなくなってしまうのか分からないので、日頃から感謝の気持

ちを伝える事を忘れないように心がけていこうと思いました。また、何か助けを必要とし

ている人がいたら自分がその人の助けになれるように声をかけたいと思います。 

 

＜生徒感想②・３年＞ 

 講演を聴いている途中で、涙が出てきて最後まで、しっかり聴けないところがありまし

た。石巻と演題に書かれていたので、東日本大震災のお話だと思っていましたが、那智の

災害についても話をしてもらって、とても良い話を聴かせて頂きました。自分はテレビの

ニュースや番組でしか、那智の災害も東日本大震災も知りませんでした。岩崎さんの知り

合いや、岩崎さんの息子さんのお話は、テレビでは知ることの出来なかった話ばかりだっ

たので、とても心に響きました。自分の家族が、今回の災害などのような事で、なくなっ

てしまったら．．．自分は耐えられなくなると思います。岩崎さんが言っていたように、こ

の世からいなくなってしまいたいと絶対に思うはずです。家族全員の葬式を挙げた 23 歳の

息子さんの話を聴いた時が一番つらかったです。この講演を本当に聴いて良かったなと思

いました。 

 

＜生徒感想③・２年＞ 

 とても深いお話でした。家族のことをちゃんと考えられる時間でした。とても涙が出て

きました。私にとっての「家族」とは、一番心を開ける、一番落ち着く、一番信頼するこ

とができる場所です。和歌山で起きた災害が、こんなに大きな災害だと今日初めて知りま

した。恥ずかしいことだと思ったけれど、岩崎さんのお話を聴いて、その一瞬で災害の重

みや辛さが分かりました。自分がもし、その人たちの立場だったら、と考えたら、とても

涙があふれてきて、すぐに家族や友達など、自分の大切な人の顔が浮かんできました。今

回のお話を聴いて、あたりまえのことを、明日またそのあたりまえに過ごせるかなんて分

からない。そのあたりまえがやってこないことだってあるんだと改めて思いました。家族

や友達、身の回りの大切な人を大事に思って生きていこうと思いました。 
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＜生徒感想④・３年＞ 

 最初の勝浦の災害の話から、ずっと泣きそうになった。私はまだ、身内の人を亡くした

経験も、大きな自信や津波の被害にあったこともないので、被災地や被災者の事をテレビ

や人権学習の時にしか見たり、聴いたり、したことがなかったので、『大変だな』『がんば

ってるな』と言う風な、他人事のように思っていた。でも、今日は、今まで聴いてきた中

で、一番リアルな話を聴けたと思う。いつもは寝そうになるのを耐えながら聴いていたけ

ど、今日は泣くのを耐えながら聴いた。喉の奥がキュッてつまる感じがして、『大変だな』

『がんばってるな』とかそんな簡単な言葉では表せない気持ちになった。最後に目をつぶ

って話を聴き、想像しながら、グロッケンの演奏を聴いていると改めて、命の大切さに思

いを巡らすことができました。「死にたい」や「死ね」なんて簡単に言ったらだめだなと思

った。毎日を大切に生きていきたい。 

 

＜生徒感想⑤・３年＞ 

 今日の講演を聴いて、当時の紀伊半島大水害の事を鮮明に久しぶりに思い出しました。

実は私は、出身が那智勝浦町で、大水害を経験しました。やはりあの時の事を思い出すと

心臓のバクバクが今でも止まりません。今日の写真の中にも知っている人が出てきて、そ

の時の事を再度思い返していました。命の大切さ、命の尊さをすごく感じた 2 時間でした。

これからもこのような講演により、一人でも多くの人にこの「命」の事を学んでほしいと

思いました。 

 

＜生徒感想⑥・１年＞ 

 毎日毎日あたりまえのように過ごしているけど、あたりまえがあたりまえでなくなるこ

と、それを自覚して、一日一日を大切にしていきたいと心から思った。話の内容で自分に

もあるなと思ったことは「自分なんかいらん存在」とか「消えてしまいたい」とか思って

しまったらいけないことをたまに思ってしまうことがある。でも、今日の講演会でいろん

なこと学んで、あらためて自分の命について真剣に考えることができた。なんでも、失っ

てからでは遅いから、今できるかぎりのことを精一杯して、自分なりに一生懸命生きてい

きたい。今日の講演会で学んだことは一生忘れない。本当にいい経験をさせていただいた

と思う。 


